
埼
玉
工
場︵
加
須市

︶を
新
設

北
関
東
地
区
の
販
売
強
化

神
奈
川
工
場
の
増
強
も
検
討

白　銅　
非
鉄
流
通
大
手
の
白
銅
︵
社
長
・
角
田
浩
司
氏
︶
は
埼
玉
県
加
須
市
に
埼
玉
工
場
を
新
設
し

６

日
か
ら
稼
働
を
開
始
す
る

主
力
拠
点
の
神
奈
川
工
場
︵
神
奈
川
県
厚
木
市
︶
の
一
部
在
庫
・
加
工

機
能
を
移
管
し

北
関
東
地
区
の
販
売
を
強
化
す
る

併
せ
て
神
奈
川
工
場
で
生
じ
て
い
た
手
狭
感

を
解
消
し

ア
ル
ミ
板
や
ス
テ
ン
レ
ス
板
の
加
工
能
力
増
強
に
つ
な
げ
て
い
く
方
針


　
埼
玉
県
加
須
市
の
工
業

団
地
内
に
立
地
す
る
埼
玉

工
場
は

白
銅
に
と

て

神
奈
川
工
場

滋
賀
工
場

︵
滋
賀
県
蒲
生
郡
︶福
島

工
場︵
福
島
県
郡
山
市
︶

九
州
工
場
︵
佐
賀
県
鳥
栖

市
︶
に
次
ぐ
国
内
で
五
つ

目
の
工
場

既
存
工
場
を

賃
借
し
た
も
の
で

建
屋

面
積
は
約
２
４
０
０
平
方




　
神
奈
川
工
場
か
ら
ア
ル

ミ
︵
型
材
・
丸
棒
︶
ス

テ
ン
レ
ス
︵
角
材
・
型
材

・
丸
棒
︶
伸
銅
品
︵
角

材
・
型
材
・
丸
棒
・
管
︶

の
製
品
在
庫
と
切
断
機
数

台
や
梱
包
設
備
を
移
管
す

る

在
庫
能
力
は
約
１
千



神
奈
川
工
場
の
管
轄

に
入
り

ス
タ

ト
時
に

は
約

人
が
働
く
計
画
と

な

て
い
る


　
新
工
場
の
設
置
は

神

奈
川
工
場
の
手
狭
感
解
消

と
北
関
東
エ
リ
ア
の
営
業

強
化
を
狙

た
も
の

神

奈
川
工
場
で
は

足
元
の

半
導
体
・
液
晶
製
造
装
置

需
要
の
拡
大
に
対
応
す
る

た
め
各
種
加
工
機
を
増
強

し
て
い
る

ま
た
金
属
３

Ｄ
プ
リ
ン
タ

を
活
用
し

た
造
形
サ

ビ
ス
に
も
力

を
入
れ
て
お
り

相
次
ぐ

設
備
投
資
に
よ

て
神
奈

川
工
場
で
は
生
産
ス
ペ


ス
が
不
足
し
て
い
た

隣

接
地
に
も
空
き
ス
ペ

ス

が
な
か

た
た
め

今
年

４
月
ご
ろ
か
ら
神
奈
川
工

場
と
福
島
工
場
の
間
で


圏
央
道
に
も
ア
ク
セ
ス
で

き
る
立
地
で
新
工
場
の
敷

地
を
探
し
て
い
た
今
回


加
須
市
に
出
荷
業
務
が
で

き
る
拠
点
を
置
く
こ
と

で

北
関
東
エ
リ
ア
の
配

送
拠
点
と
し
て
の
役
割
も

持
た
せ
る


　
新
工
場
の
開
設
で
余
剰

ス
ペ

ス
が
生
ま
れ
た
神

奈
川
工
場
で
は

レ
イ
ア

ウ
ト
の
最
適
化
や
生
産
効

率
の
改
善
を
図
る

併
せ

て

主
力
事
業
の
ア
ル
ミ

板
・
ス
テ
ン
レ
ス
板
の
加

工
能
力
増
強
を
計
画
し
て

い
る

﹁
現
時
点
で
ど
う

い
う
設
備
を
導
入
す
る
か

は
決
め
て
い
な
い
﹂︵
白

銅
︶
も
の
の

需
要
が
旺

盛
な
半
導
体
・
液
晶
製
造

装
置
部
材
の
生
産
能
力
を

引
き
上
げ
た
い
考
え
だ

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